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２
０
２
２
年
度
第
２
回
釧
路
管
内
商
工
会
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
栗
林
定
正

当
所
会
頭
）
が
６
日
（
火
）
午
後
３
時
よ
り
、
浜
中
町
で

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
で
は
、
各
商
工
会
と
当
所
に
よ
る
情
報
交
換
を
し
た
ほ
か
、
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
え

と
ぴ
り
か
村
の
片
岡
義
廣
氏
を
招
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
で
は
令
和
５
年
２
月

日
（
日
）
に
第
１
６
３
回
日
商

簿
記
検
定
試
験
の
２
〜
３
級
を

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
受
験
料
は
２
級
４
７
２
０

円
、
３
級
２
８
５
０
円
（
税
込
）

で
す
。

　
受
験
を
希
望
す
る
方
は
令
和

５
年
１
月

日
（
金
）
ま
で
当

所
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
現
金
書

留
）
、
ウ

ェ
ブ
に
て

お
申
し
込

み
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
当
所
振
興
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

日
商
簿
記
検
定
に
挑
戦
を

１
月

日
ま
で
受
付

浜中町で開かれた第２回連絡協議会

日に開催したセミナー
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冒
頭
、
栗
林
会
長
は
「
協
議

会
を
通
し
て
商
工
会
、
商
工
会

議
所
が
情
報
共
有
を
図
り
、
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
、
活
力
を

高
め
る
た
め
の
契
機
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

来
賓
で
あ
る
北
海
道
釧
路
総
合

振
興
局
の
菅
原
裕
之
局
長
よ
り

祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
後
、
協
議

会
に
入
っ
た
。

　
協
議
会
で
は
、
各
商
工
会
よ

り
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
地

域
挙
げ
て
の
売
上
向
上
策
な
ど

商
工
業
者
へ
の
支
援
事
業
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
当
所
か
ら
は
釧
路
市

養
殖
事
業
調
査
研
究
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
ギ
ン
ザ
ケ
の
養

殖
実
証
実
験
や
、
女
性
会
創
立

周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
た
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
片
岡
義
廣
氏
よ
り

『
霧
多
布
の
ラ
ッ
コ
た
ち
』
と

題
し
て
講
演
に
入
っ
た
。

　
片
岡
氏
は
、
ラ
ッ
コ
の
特
徴

や
魅
力
を
ど
う
発
信
し
て
い
く

か
、
地
域
や
漁
業
と
の
共
生
の

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

「
ラ
ッ
コ
の
子
育
て
が
継
続
し

て
観
察
で
き
る
の
は
国
内
で
は

霧
多
布
だ
け
で
浜
中
町
の
財
産

と
い
え
る
。
大
事
に
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
難
し
い
問

題
も
あ
る
。
ラ
ッ
コ
が
い
る
こ

と
で
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、

浜
中
町
に
と
っ
て
も
恩
恵
が
あ

る
た
め
、
ラ
ッ
コ
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
明
。

　
ま
た
複
数
の
親
子
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
陸
上
か
ら

見
ら
れ
る
地
と
し
て
さ
ら
に
霧

多
布
の
魅
力
が
増
す
一
方
、
個

体
数
が
増
え
る
こ
と
で
漁
業
と

の
軋
轢
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
ラ

ッ
コ
と
共
生
し
て
い
く
か
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
湯

沸
岬
周
辺
の
海
を
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
と
位
置
付
け
て
、
共
生
出

来
る
よ
う
に
し
て
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
当
所
で
は
『
働
き
方
改
革
総

点
検
セ
ミ
ナ
ー
』
を

日
（
水
）

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
し
、

人
が
参
加
し
た
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
が
平
成

年
に
施
行
さ
れ
て
以
降
、
長

時
間
労
働
の
是
正
や
育
児
・
介

護
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、

社
会
保
険
制
度
な
ど
の
法
改
正

が
行
わ
れ
て
お
り
、
働
き
や
す

い
魅
力
あ
る
職
場
を
目
指
し
、

企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合

わ
せ
環
境
整
備
を
し
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
横
浜
リ
ン

ケ
ー
ジ
社
労
士
事
務
所
代
表
で

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
蔵
中

一
浩
氏
が
『
こ
れ
ま
で
の
働
き

方
と
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
』
と

題
し
、
中
小
企
業
が
働
き
方
改

革
に
対
応
す
る
上
で
注
意
す
る

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
蔵
中
氏
は
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
は
他
の
法
規
制
と
異
な
り

数
値
的
基
準
が
な
く
、
会
社
の

状
況
に
合
わ
せ
た
判
断
が
必

要
。
業
務
や
責
任
の
程
度
と
給

料
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年

月
か
ら
段

階
的
に
社
会
保
険
の
適
用
対
象

が
拡
大
さ
れ
、
要
件
に
当
て
は

ま
る
パ
ー
ト
社
員
な
ど
も
対
象

に
な
る
こ
と
や
労
働
保
険
の
料

率
が
今
年
度
引
き
上
げ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
会
社
は
人

件
費
が
増
加
、
従
業
員
は
手
取

額
の
減
少
な
ど
の
影
響
が
あ
る

た
め
、
従
業
員
へ
の
説
明
が
必

要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
な
お
、
当
所
で
は
専
門
家
派

遣
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お

り
、
各
企
業
の
実
情
に
応
じ
た

相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
労
務
管
理
に
関
す
る

支
援
と
し
て
労
働
保
険
の
事
務

委
託
を
行
っ
て
い
る
。
詳
細
は

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

◆１月 日～２月６日

　寒さを魅力に！

　くしろウインターパークを開催（青年部）

街中に光と音のスケートリンクを設置し、

多くの市民や観光客がスケートを楽しん

だ。

◆３月

　人材定着に向けて企業情報サイト

　はたらくしろうを公開

地元企業を『知ってもらう』『理解を深

めてもらう』ため地元情報に特化したサ

イトを開設。

◆４月 日

　養殖事業の可能性を探るために釧路市

　養殖事業調査研究協議会が設立

釧路地域で安定的な原魚確保に向けた養

殖事業に取り組むための協議会に参画。

９月にはギンザケの初水揚げが行われ

た。

◆７月14、15日

　懸案事項の早期解決に向けて根釧圏

　発展推進機構による中央要望活動

根室・釧路管内地域の課題を解決するた

め地元や札幌・東京で国や北海道に対し

て要望活動を実施した。

◆８月19日～９月３日

　街に誇りを！歓楽街に元気を！

　釧路ヒアガーデンを開催（青年部）

リバーサイドの景観や食文化などの魅力

を発信し、シビックプライドの醸成に寄

与した。

◆９月１日～10月21日

　創業の夢実現を目指して

　くしろ地域創業スクールを開講

地域の支援機関や専門家と連携した創業

を基礎から学ぶスクールを開催した。

◆９月

　インボイス制度導入に備えた

　セミナーや個別相談会を実施

来年10月から導入されるインボイス制度

に関する理解を深め、対応できるよう準

備を進めるためセミナー等を実施した。

◆10月25日

　釧路港の活用を

　東京地区釧路港ポートセミナーを開催

東京で釧路港をＰＲするためのポートセ

ールスを実施。地域経済の活性化に向け

て釧路港のさらなる利用促進を図った。

◆11月15日

　ナターシャ・グジー氏のチャリティー

　コンサートを開催（女性会）

ウクライナの歌姫ナターシャ・グジー氏

のチャリティーコンサートを開催し、透

明感のある歌声で来場者を魅了した。ま

たコンサートの売り上げはすべて寄付し

た。

◆11月

　第38期議員改選が行われる

３年に一度の議員改選が行われ、新たな

副会頭や議員を選任。11月１日より４期

目となる栗林会頭体制がスタートした。


